発　明　等　届　出　書
平成　　年　　月　　日
国立大学法人大分大学長　殿
（発明代表者）
所属・職名：
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　印
Ｔｅｌ：
E-mail：
下記の発明等を行いましたので、国立大学法人大分大学職務発明規程第４条の規定に基づき届け出ます。
Ⅰ．国内出願について
発明者等記入欄
	１．発明等の名称

	※わかりやすく全体を的確に表現した名称としてください。
	発明の属する分野　注１）
	

	２．発明等の種別

	(該当する発明等の□にレを御記入ください。)
□発明（特許）　　□考案（実用新案）
□創作 (意匠権)　 □ 創作（回路配置利用権・プログラム等の著作権)
□創作（商標）　　□育成（品種登録）　　□案出（ノウハウ）

	３．発明者氏名
	氏　名
	所　属
	職　名
	貢献割合（％）

	大分大学内
(学外との共同発明等の場合は学外の方について下記に御記入ください。)

	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	小　計
	％

	大分大学外
	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	小　計
	％

	
	合　　　計
	１００％


注１）分野別分類コード
　　　［01］ライフサイエンス　［02］情報通信　［03］環境　［04］ナノテクノロジー・材料
［05］エネルギー　［06］製造技術　［07］社会基盤　［08］フロンティア　［09］その他
注２）学外との共同発明については、その持分割合は、発明審査委員会で貢献割合に基づき決定する。
	４．発明等の概要
(項目毎に記入ください。)

	①本発明の要約
※図面、データ等を別途添付して下さい。

	
	②従来技術とその問題点（発明が解決しようとする技術課題）
※本発明に最も関連する公開された他者およびご自身の特許（本出願前に出願した特許の内容、特許公開番号等）、論文等（学会発表、雑誌掲載、インターネット発表等）を含めてまとめて下さい。

	
	③課題を解決するための手段
※②の技術課題を解決するために、本発明等においてどのような技術的手段を講じたか記入して下さい。

	
	④従来技術に対する本発明の優位性及び本発明の効果等
※最も近似する従来技術との比較（比較例、実験例等）及び従来技術に比べて本発明の技術を採用した場合の効果を記載して下さい。

	
	⑤本発明の位置づけ（□にレを御記入ください。）
□改良発明（他人や自分の技術に改良を加えて完成した発明）　　　　
□用途発明（既存の物が新たな用途への使用に適することを見いだした発明）　
□基本発明（先行技術では実現していない新しい機能を可能にした発明）
□国内優先権主張出願（元出願番号　　　　　　　　　　　）

	
	⑥技術の完成度（□にレを御記入ください。）
□アイデアレベル　　　　　　　　　　□実験室レベル
□試作品（プロトタイプ）レベル　　　□製品レベル

	
	⑦市場性


	
	⑧事業化の可能性


	
	⑨実施時期の目安


	５．審査の緊急度

	□有・□無
(緊急を要する理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


	６．本発明の発表予定

	(以下の項目に該当するものがあれば、□にレを御記入ください。)
□刊行物に発表
(刊行物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(発行予定日又は発行日：　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日)
□学術団体における研究集会で発表
(学術団体名及び研究集会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(予稿集の発行予定日又は発行日：　　　　　　　　　　年　　月　　日)
(発表予定日又は発表日：　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日)
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７．先行技術の調査

	□有    □無
　類似先行文献名(例：特開○－□□□、特許△△△)　　　　　　　 
(未調査の場合は、知的財産部門で調査することができますので、3つか5つぐらいのキーワードを下記に御記入ください。)
キーワード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	８．発明等に至った研究課題及び学外との関係

	研究課題名：


	
	(□にレを御記入ください。)
□共同研究（共同研究先：　　　　　　　　　　　　）
□受託研究　国プロ（受託研究先：　　　　　　　　）
（プロジェクト名：　　　　　　）
その他（受託研究先：　　　　　　　　）
□ＭＴＡ　（提供元（先）：　　　　　　　 　　　　）
□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	９．発明等に利用した研究費について

	使用した研究経費名
	左記のうち、発明等に要した金額（円）
	研究費を使用した年度

	
	個人研究費（法人からの研究費）
	
	

	
	共同研究費（学外）
	
	

	
	受託研究費
	
	

	
	科学研究費補助金
	
	

	
	指定寄附金
	
	

	
	私費
	
	

	
	その他（　　　　　　　）
	
	

	
	合　　計
	
	

	１０．使用した研究施設及び設備等

	

	１１．発明等の活用予定、活用希望

	□企業等への技術移転
（候補先企業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□発明等をベースとして共同研究
（共同研究候補先企業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□発明等をベースとしてベンチャーを起業予定
□発明等をベースとして競争的研究資金への応募
　　（応募予定時期：　　　　年　　月頃）
□その他（特段の希望等）
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Ⅱ．外国出願について
	１．外国出願の希望

	(□にレを御記入ください。)
□有　　□後日相談したい　　□無　　□共願人に一任


※下記項目は、JSTへ支援申請する際必須となります。
（外国出願を希望する案件については原則、JSTへ国内出願後６カ月以内に支援申請することとなっております。）
※「有」、「後日相談したい」場合のみ、下記に記入して下さい。
	２．JST出願支援制度の趣旨から見た本発明の位置づけ

	※JST出願支援制度は、特許性、市場性、社会公共性等を勘案し、特許権存続期間中に以下のいずれかに該当する発明を支援するものです。本発明の位置づけについて□にレを御記入ください。
□技術の大幅な進歩を促すことが期待される画期的な着想に基づく発明
□将来我が国の産業基盤を形成する可能性のある発明
□新規産業を形成する可能性のある発明
□既存産業技術を大幅に向上させる可能性のある発明

	３.出願希望国※
(出願したい国名を優先順位順に記載してください。)


	出願希望国名①：
・活用先有力企業：
・市場規模：

	
	出願希望国名②：
・活用先有力企業：
・市場規模：

	
	出願希望国名③：
・活用先有力企業：
・市場規模：

	
	出願希望国名④：
・活用先有力企業：
・市場規模：

	
	出願希望国名⑤：
・活用先有力企業：
・市場規模：

	
	出願希望国名⑥：
・活用先有力企業：
・市場規模：


※指定国審議依頼書を作成する段階でより詳細な情報が求められます。
